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　10月15日、雄物川民家苑木戸五郎兵衛村の
特設舞台で横手市創作子ども歌舞伎『御存知
後三年蛙會戦』が上演されました。市内の小
学生と保育園児が８月下旬から稽古を始め、
奥羽を治めていた清原家の三兄弟の様子を中
心に演じました。子どもたちの演技に、会場
からは大きな拍手が送られました。

熱演！子ども歌舞伎
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那珂市・横手市友好都市提携10周年記念式典

ともに10年、そして今後の友好を誓う

市政の窓

　

茨
城
県
那
珂
市
と
横
手
市
と
の
友

好
都
市
提
携
10
周
年
を
記
念
し
た
式

典
が
、
10
月
11
日
、
か
ま
く
ら
館
で

行
わ
れ
、
両
市
の
関
係
者
約
３
０
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
那
珂
市
と
は
、

那
珂
郡
戸
村（
現
那
珂
市
）を
本
拠
と

し
て
い
た
戸
村
氏
が
後
に
、
横
手
城

代
を
務
め
た
と
い
う
歴
史
的
な
つ
な

が
り
か
ら
、
平
成
16
年
10
月
22
日
に

友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、
那
珂
市
と
横

手
市
の
合
唱
団
の
皆
さ
ん
が
両
市
の

市
民
歌
を
合
唱
。
続
い
て
、
髙
橋
市

長
が
「
こ
れ
ま
で
の
交
流
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
今
後
も
新
た
な
交
流
と

絆
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を

述
べ
、
海
野
那
珂
市
長
が
「
将
来
に

わ
た
り
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
友
好
交
流
に
貢
献
し

た
方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

提
携
を
結
ん
だ
日
に
生
ま
れ
た
、
那

珂
市
３
人
、
横
手
市
２
人
の
子
ど
も

た
ち
の
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
両
市
長
に

よ
る
友
好
の
誓
い
や
記
念
の
苗
木
が

交
換
さ
れ
、
最
後
に
、
横
手
舞
組
の

よ
さ
こ
い
演
舞
が
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
式
典
を
通
じ
、
交
流
の
歩

み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
連

携
を
誓
い
友
好
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

　

那
珂
市
の
一
行
は
、
翌
日
に
記
念

植
樹
を
行
い
、
増
田
の
町
な
み
等
を

見
学
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

◆
友
好
提
携
功
労
者（
敬
称
略
）

【
那
珂
市
】
◎
体
育
協
会
元
会
長
・

　

中
村
健
◎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

　

元
本
部
長
・
廣
木
夫
美
雄
◎
八
重

　

桜
ま
つ
り
、
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ

　

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
代
表
・
浅
川

　

清
司
◎
龍
昌
院
住
職
・
村
瀬
法
英

【
横
手
市
】
◎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本

　

部
長
・
佐
々
木
政
義
◎
横
手
市
観

　

光
協
会
会
長
・
打
川
敦
◎
横
手
や

　

き
そ
ば
暖
簾
会
理
事
長
・
伊
藤
一

　

男
◎
龍
昌
院
住
職
・
小
田
嶋
道
雄

　

◎
横
手
郷
土
史
研
究
会
・
青
栁
信

　

勝
◎
東
京
か
ま
く
ら
会
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列車に揺られながら話し合う高校生たち

JR北上線利用促進協議会シンポジウム

北上線〝愛着度向上大作戦〟

景観図画コンクール・作品展示会

　

横
手
市
の
景
観
に
対
す
る
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
た
め
、
市
内
の
小
学

４
〜
６
年
生
を
対
象
に
景
観
図
画
コ

ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
４
０
３

点
の
応
募
が
あ
り
、
９
月
24
日
の
選

考
委
員
会
で
14
点
の
優
秀
作
品
が
決

ま
り
ま
し
た
。
作
品
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
ペ
ー
ジ
番
号
０
０
０
０
１
９
０
１
８
）

◎
上
位
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

◆
最
優
秀
賞
⁄
鶴
田
里
奈
さ
ん
（
山

　

内
小
６
年
）

◆
優
秀
賞
⁄
佐
藤
芙
樹
さ
ん
（
横
手

　

南
小
４
年
）、
藤
原
果
音
さ
ん（
雄

　

物
川
北
小
６
年
）、
佐
々
木
優
斗
さ

　

ん
（
醍
醐
小
５
年
）

◎
作
品
展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

◆
場
所
⁄
２Ｙ
ぷ
ら
ざ

◆
展
示
期
間
⁄
11
月
12
日（
水
）ま
で

◆
問
合
せ
⁄
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　

☎
３
２
‐
２
４
０
８

わたしのすきな横手の風景

市政の窓

最優秀賞・鶴田里奈さんの作品『祖父母の
家からみた風景』

両市の合唱団の皆さんの素晴らしい歌声がオープニングを飾る両市の合唱団の皆さんの素晴らしい歌声がオープニングを飾る

那珂市の〝八重桜〟と横手市の〝ソメイヨシノ〟の苗木を交換した両市長那珂市の〝八重桜〟と横手市の〝ソメイヨシノ〟の苗木を交換した両市長

『10 年後の私』と題してメッセージを披露『10 年後の私』と題してメッセージを披露

真人公園で那珂市の八重桜を植樹する両市長真人公園で那珂市の八重桜を植樹する両市長

　

10
月
18
日
、
北
上
市
・
西
和
賀
町
・

横
手
市
の
高
校
生
50
人
が
、
北
上
駅

か
ら
横
手
駅
を
走
る
臨
時
列
車
『
ケ

ン
ジ
号
』
に
乗
り
、
車
内
を
会
場
と

し
て
Ｊ
R
北
上
線
利
用
促
進
協
議
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
盛
岡

支
社
の
菊
池
企
画
室
長
が
北
上
線
の

現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
高
校
生

が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
北
上
線
の

魅
力
や
、
ど
う
す
れ
ば
愛
着
度
が
向

上
す
る
の
か
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
普
段
な
か
な
か
乗
る
機
会
の
な

い
臨
時
列
車
の
中
で
、
〝
雪
を
生
か

し
、
線
路
沿
い
に
雪
像
を
作
り
乗
客

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
〞
な
ど
、
高
校

生
ら
し
い
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
Ｊ
Ｒ
北
上
線
利

用
促
進
協
議
会
で
は
、
今
回
の
よ
う

な
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
、
利
用
促
進

に
向
け
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

金沢柵推定地・陣館遺跡現地説明会
かねざわ の さく

解明への足がかりに
　

10
月
11
日
、
陣
館
遺
跡
（
金
沢
地

区
）
の
発
掘
現
場
で
現
地
説
明
会
が

開
催
さ
れ
、
歴
史
フ
ァ
ン
約
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
後
三
年
合
戦
関
連
遺
跡

の
発
掘
調
査
を
継
続
し
て
実
施
し
て

お
り
、
後
三
年
合
戦
決
戦
の
地
、
金

沢
柵
の
推
定
地
の
一
つ
で
あ
る
陣
館

遺
跡
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
後
三
年

合
戦
前
後
の
時
代
の
鉄
鍋
等
が
出
土

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
調
査
で
は
、
後
三
年
合

戦
の
時
代
の
も
の
と
見
ら
れ
る
四
面

庇
付
掘
立
柱
建
物
跡
が
初
め
て
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
建
物
の
四
方
に
巡
ら

せ
た
庇
を
含
め
た
面
積
は
約
１
３
８

平
方
㍍
で
、
当
時
と
し
て
は
非
常
に

格
式
が
高
く
、
金
沢
柵
に
関
連
す
る

遺
構
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
当
時
の
建
物
の
様
子

な
ど
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
歴
史

ロ
マ
ン
に
浸
り
ま
し
た
。　

し
め
ん

遺跡について説明を聞く参加者

び
さ
し
つ
き
ほ
っ
た
て
ば
し
ら

　

昨
年
10
月
か
ら
運
行
を
開
始
し
た

市
内
の
商
業
施
設
や
医
療
機
関
を
巡

る
『
横
手
市
循
環
バ
ス
』
に
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
よ
こ
ま
る

く
ん
』
と
、
市
の
花
で
あ
る
桜
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が
仲

間
入
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
無
料
運
行
日
』を
設
定
し

ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
循

環
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
横
手
市
循
環
バ
ス

◆
運
行
日
時
／
土
日
・
祝
日
等
を
含

　

む
毎
日
、午
前
８
時
〜（
１
日
10
便
）

◆
利
用
料
金
／
１
回
の
乗
車
に
つ
き

　

２
０
０
円
、小
学
生
１
０
０
円（
小

　

学
校
入
学
前
の
子
ど
も
は
無
料
、

　

障
が
い
者
・
介
護
者
は
１
０
０
円
）

　

※
回
数
券
も
使
用
で
き
ま
す

◆
無
料
運
行
日
／
毎
月
20
日
・
30
日

　
（
平
成
27
年
９
月
ま
で
）

◆
問
合
せ
／
市
総
務
企
画
部
経
営
企

　

画
課
☎
３
５
‐
２
１
６
４

横手市循環バスにラッピングバス登場

毎月20日・30日は無料運行日

かわいらしいマスコットと桜があしらわ
れた鮮やかなバス

今月の表紙

　地域の将来を担う子どもたちが
郷土の歴史を学び表現した『横手
市創作子ども歌舞伎』。後三年合
戦の史実に基づいた内容を子ども
たちが見事に演じました。観客は
歌舞伎の趣にふれ、芝居の魅力を
堪能していました。
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1.２_ 京都観光おもてなし大使の経験を生かして基調講演を行う島田昭彦氏
３_今回で2回目を迎えた黒漆喰磨きの集い

古きまちなみシンポジウム古きまちなみシンポジウム

1_ 熱心な議論が交わされたパネルディスカッション　２_金澤八幡宮伝統
掛唄で後三年合戦をうたいあげる　３_迫真の演技の舞台

　10月19日、横手市民会館で後三年合戦シンポジ
ウムが開催されました｡市内外から600人が会場を
訪れ、後三年合戦をめぐる歴史ロマンに耳を傾け
ました。３人の専門家によるパネルディスカッシ
ョンでは、秋田ふるさと村の県立近代美術館で展
示中の『後三年合戦絵詞』が「実は平泉で描かれた
ものではないか」など、これまでの通説を覆すよ
うな議論も交わされました。また、後三年合戦を
わかりやすく紹介する演劇や、金澤八幡宮伝統掛
唄なども観客を楽しませていました。

後三年合戦シンポジウム後三年合戦シンポジウム

合唱フェスティバル合唱フェスティバル

33

1111

国民文化祭も残すところあとわずかになりました。
市内には、出演者はもちろん、多くの観光客が訪れ
盛り上がりを見せています。感動のステージや文化
や歴史について理解を深めたシンポジウムを振り返
ります。

国民文化祭も残すところあとわずかになりました。
市内には、出演者はもちろん、多くの観光客が訪れ
盛り上がりを見せています。感動のステージや文化
や歴史について理解を深めたシンポジウムを振り返
ります。

11
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11

横手市民合唱団は、『合唱フェスティバル』の開催を契機に、昨年６月に結
成され、約200人が練習に励んできました。本番の10月12日、市内の小中学
校合唱部、横手地区選抜吹奏楽団と合同で『大いなる秋田』、『横手市民歌』
などを披露しました。

横手市民合唱団は、『合唱フェスティバル』の開催を契機に、昨年６月に結
成され、約200人が練習に励んできました。本番の10月12日、市内の小中学
校合唱部、横手地区選抜吹奏楽団と合同で『大いなる秋田』、『横手市民歌』
などを披露しました。

22

　10月12日、『ふるさとに響け心のハーモニー』
をテーマに、横手市民会館で合唱フェスティバル
が開催されました。第１部では、合唱コンクール
の全国大会で数々の輝かしい成績を収めている岩
手県立不来方高校音楽部が、透き通った歌声とパ
フォーマンスを披露。さらに同校音楽部は、市内
の小・中学校の合唱部や横手市民合唱団との合同
合唱も行い、交流を深めました。
　第2部では、横手市民合唱団と横手地区選抜吹
奏楽団が『大いなる秋田』、『横手市民歌』を演奏。
総勢約350人の壮大な演奏に観客は魅了され、会
場からは惜しみない拍手が送られました。 1.3_ パフォーマンスを交えての合唱を披露する不来方高校　２_来場者

から握手を求められる不来方高生

　10月19日、増田町中七日町通りの旬菜みそ茶屋
くらを（旧勇駒）で『5年後、10年後の増田のま
ちなみと人を考える』と題したシンポジウムが開
催されました。京都観光おもてなし大使を務めて
いる島田昭彦氏が基調講演を行い「伝統は守るの
ではなく、革新の連続。常に仕掛け、作る力以上
に伝える力を重要視していくべき」とアドバイス
しました。その後、パネルディスカッションも行
われ、まちづくりへの理解を深めました。
　また、この日は黒漆喰磨きの集いも開かれ、左
官ソムリエの小林隆男氏が、増田の内蔵に見られ
る黒漆喰磨きの実技講習を行いました。

22

第29回国民文化祭・あきた2014第29回国民文化祭・あきた2014

1_パネルディスカッション(左から)神田川俊郎氏、俳優･永島敏行氏、羽
場こうじ店･鈴木百合子氏、浅舞酒造杜氏･森谷康市氏　２_調理補助で地
元高校生も参加　３_事前に申し込んだ300人が秋田の食を堪能

11

　10月18日・19日、秋田の伝統食から学ぶ食文化
をテーマに、秋田ふるさと村で食文化フォーラム
が開催されました。18日は、県内の料理人の腕を
競う日本料理コンクールや神田川俊郎氏（全日本
調理師協会名誉会長)の講演がありました。また､
秋田の食を考えるパネルディスカッションでは、
横手の食の魅力について話し合われました。
　19日は、食の伝承・秋田の料理試食ショーが開
催され、秋田を代表する料理人が腕前を披露し、
匠の技を伝えました。その他にも、懐かしいおや
つの調理実演や、よこて発酵文化大使の岩本公水
さんのトークショーが開催され､来場者にとって､
食の伝承の大切さを学ぶ機会となりました。

食文化フォーラム食文化フォーラム

22 33
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～平成26年産米価格下落対策事業～
農家の緊急的な資金調達を支援します

                                                                         　　　　　　　　　　ＨＰページ番号／000019148                                 

～平成26年産米価格下落対策事業～
農家の緊急的な資金調達を支援します

                                                                         　　　　　　　　　　ＨＰページ番号／000019148                                 

　今年度の『ふるさと納税』
寄附金の状況をお知らせしま
す。随時、申込みを受け付け
ていますので、市民の皆様か
らもご親族の方などに横手市
を応援してくださるようお声
がけいただければ幸いです。
　なお、制度の詳しい内容は
市のホームページをご覧くだ
さい。
◆問合せ／市総務企画部経営
　　　　　企画課（市役所本
　　　　　庁舎内）☎35-2164

受付期間
７月１日～９月30日

件数
23件

金額
832,000円

◆寄附件数と金額

◆寄附を申し込まれた方 （々７月１日～９月30日）

　

※は、ご本人の希望により非公表になります

氏名・匿名等 （住所）
篠原 俊行さん（東京都台東区）
高橋 善明さん（静岡県浜松市）
田辺 誠治さん（東京都渋谷区）
柴田 忠さん（埼玉県さいたま市）
本間 　子さん（静岡県裾野市）
渋谷 美枝子さん（千葉県船橋市）
佐藤 正男さん（東京都板橋区）
菊池 和雄さん（東京都世田谷区）
早川 たけ子さん（東京都八王子）
石田 均さん（東京都武蔵村山市）
河村 悦雄さん（市内）
松田 靖美さん（北海道札幌市）
仙台市若林区の方
神奈川県二宮町の方
愛媛県松山市の方
埼玉県所沢市の方
匿名希望の方７人

  金額
40,000円
10,000円
100,000円 
200,000円 
10,000円  
10,000円  
  ※
10,000円
10,000円 
5,000円
  ※
10,000円 
100,000円 
10,000円  
12,000円
10,000円
145,000円

　〝ふるさと〟への応援
　　　　　ありがとうございます
～「ふるさと納税寄附金」の受付状況～

　　　　　　　　　　HPページ番号／000005797  

　〝ふるさと〟への応援
　　　　　ありがとうございます
～「ふるさと納税寄附金」の受付状況～

　　　　　　　　　　HPページ番号／000005797  

◎県の無利子資金への保証料助成
   平成26年産米の概算金が大幅に下落したことに伴
い、農家の緊急的な資金需要に応えるため、県は無
利子の『稲作経営安定緊急対策資金』を創設しまし
た。この資金を利用された農業者等に、市で保証料
を助成します。
◆対象者
　経営所得安定対策における米の直接支払交付金の
対象者で、米の概算金の下落によって減収が見込ま
れる農業者、農業法人、集落営農組織
◆貸付条件
＊貸付利率／無利子
＊保証料／0.5%（借入時に３年分を一括支払い）
　※後日、市で農家負担分を助成します。
　※農協から借入れした方は農協を通じて、そのほ
　　かの金融機関で借入れした方は、市から直接助
　　成します。
＊貸付限度額／米価下落による減収見込額
　※個人は500万円、農業法人等は2,000万円が上限
＊償還期限／３年以内
◆申込（相談）窓口
　各金融機関窓口（ＪＡ、銀行など）
◆貸付実行期間
　平成27年３月31日（火）まで

◎JAのがんばる農家応援資金への利子助成　
　ＪＡ秋田ふるさとの米価低迷による減収補てん等
を対象とする『がんばる農家応援資金』を利用した
農業者等に、市で利子助成を行います。
◆融資利率
　2.15%（９月25日時点※）
※長期プライムレートの利率に連動して変更となる
　場合があります。
＊借入時から３年間について、市で1.0%の利子助成
　を行います。
◆償還期限
　10年以内（据置期間１年以内）
◆申込（相談）窓口
　ＪＡ秋田ふるさと金融
　窓口
◆貸付実行期間
　平成27年３月31日（火）
　まで

　
　問合せ／市農林部農業
　政策課（県平鹿地域振
　興局庁舎内）☎32-2112

受
賞
を
た
た
え
て

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た

皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

受
賞
を
た
た
え
て

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た

皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

第16回 秋田県小学生ハンドボール大会 第12回 JA共済学童野球大会

優勝　横手ハンドボールスポーツ少年団 優勝　沼館レッドソックス

十文字歩道の環境美化を考える会

第24回全国花のまちづくりコンクール
◆花のまちづくりコンクール推進協議会長賞
　（団体部門）

　これまで数々の賞を受賞してきた増田町婦人会
（会員120人・鶴飼美和子会長 )の花壇が､全国か
らの応募上位14 点に選ばれる推進協議会長賞を受
賞し､10月に東京で表彰式が行われました。

増田町婦人会

第50回全県花だんコンクール
◆秋田県知事賞

◎全県花だんコンクール上位入賞の皆さん
◆秋田県緑化推進委員会会長賞　山内軽井沢区
◆優秀賞　山内大松川区

市社会福祉大会で横手市社協・佐々木義広会
長から表彰状を伝達される宮野代表
市社会福祉大会で横手市社協・佐々木義広会
長から表彰状を伝達される宮野代表

　まんさくの会（宮野栄子代表)
は、平成２年の発足以来、主に
視覚障がい者に対する朗読活動
などを毎月行い、市報や議会だ
よりなどの音訳を、会員20人が
手分けして実施しています。ま
た、障がい者とボランティアと
の交流事業への参加や協力など
も継続して行うなど、長年にわ
たる会の活動が評価され横手市
社会福祉大会で厚生労働大臣か
らの表彰状が伝達されました。

　朗読ボランティア 『まんさくの会』
　　　長年にわたる活動に厚生労働大臣表彰

 栄光～受賞をたたえて～
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募　集ＨＰページ番号／000019145
　

山
内
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ド
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品
目
（
山
内

い
も
の
こ
・
山
内
に
ん
じ
ん
・
い

ぶ
り
が
っ
こ
）
を
使
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。

　

審
査
当
日
、
栄
養
士
・
菅
妙
子

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
山
内
ブ
ラ

ン
ド
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
実
演

と
試
食
を
行
い
ま
す
。

◆
審
査
日
時
／
11
月
27
日（
木
）午

　

後
１
時
〜

◆
場
所
／
山
内
公
民
館
（
山
内
地

　

域
局
２
階
）

◆
応
募
資
格
／
市
内
在
住
か
、
市

　

内
に
お
勤
め
の
個
人
、
ま
た
は

　

グ
ル
ー
プ

◆
応
募
規
定
／
山
内
ブ
ラ
ン
ド
３

　

品
目
の
い
ず
れ
か
を
使
用
し
た

　

料
理
。
複
数
を
使
用
し
て
も
可
。

　

応
募
は
一
人
１
点
（
材
料
費
の

　

目
安
は
４
人
分
で
千
円
以
内
）。

　

食
材
等
は
応
募
者
の
負
担
。

◆
応
募
期
間
／
11
月
４
日（
火
）〜

　

21
日（
金
）※
電
話
で
申
込
み
。

◆
提
出
書
類
／　

審
査
会
当
日
、

　

応
募
用
紙
に
、
レ
シ
ピ
な
ど
所

　

定
の
事
項
を
記
入
し
、
料
理
に

　

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い

　

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
の

　

上
、
入
手
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
数
／
先
着
20
人

◆
表
彰
／
最
優
秀
賞
１
人
、
優
秀

　

賞
１
人
。※
全
員
に
参
加
賞
あ
り

【
問
合
せ
・
申
込
み
】　　

　

山
内
地
域
局
産
業
建
設
課

　

☎
５
３
‐
２
９
３
４　
　
　
　

　

山
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

　

☎
５
３
‐
２
１
８
７

『
第
３
回
ア
イ
デ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
in
さ
ん
な
い
』参
加
者
募
集

住  宅

◆
入
居
条
件
／
公
営
住
宅
法
に
定

　

め
る
入
居
資
格
を
有
す
る
方
。

　

市
や
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
確
認
で
き
ま
す
。
な
お
、
家

　

賃
は
所
得
額
に
よ
っ
て
異
な
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ま
す
。
暴
力
団
員
（
同
居
者
含

　

む
）
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
方
法
／
市
営
住
宅
は
市
建

　

築
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宅
課
ま
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各
地
域
局
産

　

業
建
設
課
（
横
手
地
域
局
は
地

　

域
振
興
課
）で
受
け
付
け
ま
す
。

　

県
営
住
宅
は
県
建
築
課
で
受
け

　

付
け
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
入
居
希

　
望
者
本
人
と
面
談
を
行
い
ま
す
。

　

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し

　

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
郵

　

送
不
可
）。
申
込
者
多
数
の
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は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
土
日
は
申
し
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で
き
ま
せ
ん
。

◆
抽
選
会
／
市
営
住
宅
・
11
月
28

　

日（
金
）の
予
定
、
県
営
住
宅
・

　
11
月
21
日（
金
）の
予
定
。
条
件

　

を
満
た
す
方
に
連
絡
し
ま
す
。

【
申
込
み
・
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せ
】

　

市
営
住
宅
・
市
建
設
部
建
築
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宅
課（
県
平
鹿
地
域
振
興
局
内
）
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５
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２
４
、
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た
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各
地
域
局
産
業
建
設
課
（
横
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地
域
局
は
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興
課
）

　
県
営
住
宅
・
県
建
築
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

　

☎
３
２
‐
６
２
０
６

市
営
・
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す  

◎
申
込
期
間　

市
営
住
宅
／
11
月
４
日（
火
）〜
12
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

県
営
住
宅
／
11
月
５
日（
水
）〜
14
日（
金
） 
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②特定公共賃貸住宅(中堅所得者向け住宅）　入居は12月15日（月）以降　
募集戸数
１
１
１

     　　 備　考
木造平屋建て（１戸建て）
木造平屋建て（１戸建て）
３階建て（集合）の３階

地域名
増　田
平　鹿
大　森

    名　　称
田町団地
五十田団地
西野住宅

間取り
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ
３ＬＤＫ

築年度
Ｈ17
Ｈ９
Ｈ10

家賃（円）
50,200～
51,100～
50,000

募集戸数
1
１
１

     　　 備　考
コンクリート造メゾネット（長屋）
ＲＣ造３階建て（集合）の３階
ＲＣ造３階建て（集合）の２階

地域名     名　　称
吉沢住宅

間取り
３Ｋ
２ＤＫ
３ＤＫ

築年度
Ｓ51

家賃（円）
13,500～
13,600～
19,200～

《県営住宅》入居は12月８日（月）以降

※同居親族がいる世帯の申し込みを優先しますので、単身入居が可能な住宅に同居親族がいる世帯の   
   申し込みがあった場合は、単身で申し込まれた方は抽選に参加できません。

横　手 朝日が丘住宅 Ｓ57
Ｓ59

※第二道川団地、十五野住宅、大雄東団地は別途雪下ろし共益費要

《市営住宅》①公営住宅　入居は12月15日（月）以降
築年度 間取り 家賃（円）      　　 備　考募集戸数地域名

平　鹿

大　森

大　雄
十文字

雄物川

横　手

 名　　称
Ｓ56
Ｓ58
Ｓ58
Ｓ61
Ｈ１
Ｓ54
Ｈ３
Ｈ11
Ｈ18
Ｓ62
Ｈ14
Ｈ17
Ｈ63
Ｓ51
Ｓ57～

七日市住宅

南朝日が丘住宅

南朝日が丘住宅セカンド
第二道川団地
諏訪野団地
五十田団地
醍醐団地
今宿第二団地
今宿第四団地
下鶴田団地
菅生田住宅
十五野住宅
大雄東団地

15,200～
13,100～
18,200～
18,800～
15,900～
11,500～
20,700～
20,800～
27,200～
15,500～
18,100～
13,800～
19,100～
10,000～
14,400～

３階建て（集合）の２階
３階建て（集合）の３階
２階建て（集合）の２階
２階建て（集合）の１階または２階
３階建て（集合）の３階
２階建て（長屋）、単身申込可（要件有）
木造平屋建て（１戸建て）
木造２階建て（集合）の１階
木造２階建て（２戸１棟）
木造平屋建て（１戸建て）
木造２階建て（集合）の１階
木造平屋建て（１戸建て）、少人数世帯向き
木造平屋建て（１戸建て）
２階建て（長屋）、少人数世帯向き
２階建て（長屋）

１
１
１
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２

２ＬＤＫ
２ＤＫ
２ＬＤＫ
２ＬＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ
３Ｋ
２ＬＤＫ
１ＬＤＫ
３ＤＫ
２ＤＫ
３Ｋ

　

11
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
『
も

う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は

ま
あ
だ
だ
よ
』
の
標
語
の
も
と
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
暖
房
器
具
の
使
用
な
ど
に

よ
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
ま
す
。
火
災
か
ら
命
と

財
産
を
守
る
た
め
、
家
庭
や
地
域

で
防
火
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

○
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
か
ら
命

　

を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

　

報
器
を
設
置
し
、
適
切
な
維
持

　

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
体
の

　

不
自
由
な
方
々
を
守
る
た
め
、

　

地
域
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
を
作

　

り
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
に
燃
え
や

　

す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

○
就
寝
前
は
火
の
元
を
点
検
し
ま

　

し
ょ
う
。

○
電
気
器
具
・
配
線
を
正
し
く
使

　

用
し
、
老
朽
化
し
た
も
の
は
早

　

め
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

○
消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

の
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
し

　

て
下
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
消
防
本
部
予
防
課
（
条
里
北

　

庁
舎
内
）
☎
３
２
‐
１
２
１
８

　

ま
た
は
、
市
消
防
署
・
分
署

ＨＰページ番号／000007234 火災予防

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

交　通ＨＰページ番号／000007349
　

大
森
健
康
温
泉
や
休
養
セ
ン
タ

ー
さ
く
ら
荘
な
ど
大
森
リ
ゾ
ー
ト

村
へ
の
交
通
の
利
便
性
を
図
る
た

め
、
今
年
度
も
冬
期
間
の
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
運
行
を
行
い
ま
す
。

　

運
賃
は
無
料
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
運
行
期
間
／
11
月
11
日（
火
）〜

　

平
成
27
年
３
月
20
日（
金
）

※
12
月
30
日（
火
）〜
平
成
27
年
１

　

月
２
日（
金
）は
運
休

◆
運
行
ル
ー
ト

◆
火
曜
日
運
行

　
上
溝
・
大
森
ル
ー
ト

　

武
道
（
午
前
9
時
30
分
発
）
〜

極
楽
寺
〜
末
野
〜
船
沢
〜
中
野
〜

八
日
町
〜
大
町
〜
本
郷
〜
大
森
図

書
館
前
〜
大
森
リ
ゾ
ー
ト
村
（
午

前
10
時
19
分
着
）

◆
水
曜
日
運
行

　
八
沢
木
・
猿
田
ル
ー
ト

　

大
平
（
午
前
9
時
30
分
発
）
〜

北
野
〜
葛
ヶ
沢
〜
太
田
〜
寺
内
〜

松
原
団
地
〜
猿
田
〜
大
森
リ
ゾ
ー

ト
村
（
午
前
10
時
19
分
着
）

◆
木
曜
日
運
行

　
坂
部
・
菅
生
田
ル
ー
ト

　

矢
走
（
午
前
9
時
25
分
発
）
〜

前
田
〜
中
ノ
又
〜
小
山
〜
滝
ノ
上

〜
塚
須
沢
〜
笹
山
〜
菅
生
田
〜
大

森
リ
ゾ
ー
ト
村
（
午
前
10
時
24
分

着
）

◆
金
曜
日
運
行

　
川
西
ル
ー
ト

　

下
田
（
午
前
9
時
45
分
発
）
〜

板
井
田
〜
松
田
〜
袴
形
〜
十
日
町

〜
剱
花
〜
大
森
リ
ゾ
ー
ト
村
（
午

前
10
時
22
分
着
）

＊
帰
路
の
さ
く
ら
荘
の
出
発
時
刻

　

は
午
後
３
時
30
分
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

大
森
地
域
局
地
域
振
興
課 

　

☎
２
６
‐
２
１
１
１　

大
森
リ
ゾ
ー
ト
村
行
き
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
今
年
も
運
行
し
ま
す

バスの前後左右につ
いている、このマー
クが目印です

〝
秋
田
が
好
き
だ
か
ら
、
秋
田
で

　

就
職
し
た
い
〞

〝
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き
る
よ
う

　

な
仕
事
が
し
た
い
〞

〝
家
族
の
そ
ば
で
暮
ら
し
た
い
〞

　

『
こ
っ
ち
ゃ
け
』
は
そ
う
い
っ

た
就
職
活
動
中
の
若
者
と
秋
田
県

内
の
企
業
を
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
〝
秋
田
県
就
活
情
報
サ

イ
ト
〞
で
す
。
就
職
活
動
中
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
自
社
の
製
品
を
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
企
業
に
も

最
適
の
サ
イ
ト
で
す
。

　

市
内
の
企
業
の
ご
登
録
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ＨＰページ番号／000019054 就　活

秋
田
県
就
活
情
報
サ
イ
ト『
こ
っ
ち
ゃ
け
』で
企
業
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

【問合せ】
県産業労働部雇用労働政
策課☎018-860-2335

秋田県就活情報サイト

【市内の空間放射線量】

単位：マイクロシーベルト毎時

いずれも秋田県の通常レベル（0.022 ～ 0.086）の範囲内です。

0.05
0.06
0.06

山内中学校
平鹿中学校
横手明峰中学校

測定値 測定場所

９月12日

測定日

○固定資産税４期  ○国民健康保険税５期
○介護保険料５期  ○後期高齢者医療保険料５期
　納期限は12月1日です　
◆市税等の納付は便利・安心・確実
　な口座振替で！  
◆口座振替の方は残高確認をお忘れ
　なく！
◆市財務部納税課（市役所本庁舎内）
　☎32ｰ2518

○固定資産税４期  ○国民健康保険税５期
○介護保険料５期  ○後期高齢者医療保険料５期
　納期限は12月1日です　
◆市税等の納付は便利・安心・確実
　な口座振替で！  
◆口座振替の方は残高確認をお忘れ
　なく！
◆市財務部納税課（市役所本庁舎内）
　☎32ｰ2518

５
12
19
26

４
11
18
25

３
10
17
24
31

２
９
16
23
30

７
14
21
28

１
８
15
22
29

６
13
20
27

12月 -December-

　市内の３カ所で定期的に空間放射線量を測定して
います。
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※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

◆除雪対策本部開設
　11月１日、平成26年度市除雪対策本部を設置しま
す。
　今年度も『安全な冬期交通の確保』『安全で効率
的な作業の実施』『市民との協働による雪処理』を
重点項目とし、きめ細かな作業を行い、安全で安心
な雪道の確保に努めます。

◆除雪出動基準
◎早朝除雪は午前１時から午前２時までの観測によ
　り次のいずれかの基準に該当した場合に出動しま
　す。
・前日午後５時からの降雪量が10㌢以上の場合
・明け方までの降雪量が10㌢以上と予想される場合
・吹き溜まりの発生や圧雪、路面の状態を総合的に
　判断し必要とされる場合
※シーズン当初や平成27年３月以降は、道路状況や
　天候を勘案しながら降雪量の基準を15㌢以上とし
　ます。
◎日中は、降雪の状況、またはパトロールで必要と
　判断された場合に出動します。

◆作業時間
◎早朝除雪は、原則として午前２時30分に開始し、
　通勤通学時間帯となる午前７時30分までに終了す
　るように努めます。
◎日中の除雪作業は、通勤通学時間帯を避け、十分
　に安全確認を行い実施します。

◆流雪溝への雪投げ作業には十分注意しましょう
　流雪溝のふたを開けたままにしていたため、流雪
溝に転落する事故が起きています。また、ふたが完
全に閉まっていない場合、除雪車の通過時に破損す
ることもありますので、作業後はふたをしっかり閉
めましょう。
　雪を大きなかたまりのまま投げ入れると、流雪溝
が詰まり、浸水による被害が生じることもあります。

11月１日から除雪出動態勢に入ります！ 
～除雪作業にご理解とご協力をお願いします～

                                                                         　　　　　　　　　　ＨＰページ番号／000007929                                    

11月１日から除雪出動態勢に入ります！ 
～除雪作業にご理解とご協力をお願いします～

                                                                         　　　　　　　　　　ＨＰページ番号／000007929                                    

　これらの事故を避けるため、流雪溝を利用する場
合は、投雪口にルールで定められた『鉄格子』を必
ず取り付けましょう。
《流雪溝利用のルール》
・水が流れていないときは雪を入れない
・雪は小さく刻んで入れる
・屋根から直接入れない
・子どもを近づけない
・放流時間を確認し、作業時間を守る

◆除雪作業には、皆さんの協力が必要です
◎除雪車を止めて雪押し方向を指示する行為は大変
　危険です。作業中の除雪車に近づいたり、作業員
　へ直接指示する行為はやめましょう。
◎除雪作業は、交通量の少ない深夜から早朝にかけ
　て行われるため、除雪車のエンジン音や振動でご
　迷惑をおかけしますが安全な通勤通学路の確保の
　ため、ご理解をお願いします。
◎冬期間の路上駐車は、除雪作業の妨げになる場合
　があります。作業の遅れや、除雪ができず交通渋
　滞の原因になりますので注意しましょう。
◎除雪車が通ったあとは、玄関前に押し寄せた雪が
　残りますが、玄関前の雪処理は各家庭でお願いし
　ます。
◎道路への雪出しは、道幅を狭くし、交通の支障と
　なります。渋滞や事故の原因になりますのでやめ
　ましょう。
◎車道や歩道への屋根からの落雪による事故を防ぐ
　ため、早めの雪下ろし等の対応をお願いします。

◆問合せ／市建設部建設監理課（県平鹿地域振興局
　　　　　内）☎32-2406
　　　　　各地域局産業建設課建設係
　　　　　※横手地域局は地域振興課地域維持係

 マイナンバー制度／市長便り

■個人情報を保護するさまざまな対策を行います
　法令で定められた目的以外でマイ
ナンバーを利用したり、他人に提供
することはできません。不正に入手
することは、処罰の対象となります。
市がマイナンバーを含む個人情報を
保有・利用する際は、利用方法やリ
スク対策などについて、事前にホー
ムページで公表します。

　　一般の方や民間事業者から問い合わせにお応え
　する国のコールセンターが開設されました。
　電話番号／☎0570-20-0178（全国共通ナビダイヤル、
　　　　　　通話料がかかります）
　　　　　　※英語対応は☎0570-20-0291
　受付時間／平日午前９時30分～午後５時30分（土
　　　　　　日祝日・年末年始を除く）

◆問合せ
　市総務企画部情報政策課（条里北庁舎内）☎35-2166
　または、市市民生活部市民課（市役所本庁舎内）
　☎35-2176

■マイナンバーが通知されます
　平成27年10月から皆さん一人ひとりに、12桁のマイ
ナンバー（個人番号）の通知カードが送付されます。
通知されたマイナンバーは、変更されることなく一生
使い続けます（漏えいして不正に使われるおそれがあ
る場合を除きます）。
■マイナンバーカードが交付されます
　通知カードを受け取られた方は、申請により『マイ
ナンバーカード（個人番号カード）』が交付されます。
本人確認書類として利用できるほか、e-Taxなどの各
種サービスに利用できる予定です。
■マイナンバーの利用が始まります
　平成28年１月から、社会保障・税・災害対策など、
法令で定められた事務に限り、マイナンバーが利用さ
れます。民間事業者でも、社会保険、源泉徴収事務な
ど法律に定められた範囲の業務を行う場合に限って、
マイナンバーを取り扱います。
■公平・公正な社会が実現されます
　所得や他の行政サービスの受給状況が把握しやすく
なり、脱税や不正受給などの防止につながります。ま
た、困っている方にきめ細かな支援を行うことができ
ます。

         平成28年1月から、マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）               
         が始まります 　　　　　　　　　　　   ＨＰページ番号／000019154

市長便り■ 11 横手市長■髙橋　大

　

県
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者

と
観
客
が
訪
れ
て
い
る
国
民
文

化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４
も
会

期
が
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
民
謡
・
民
舞
の
祭
典
や
合

唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
ど

の
会
場
も
そ
の
盛
況
ぶ
り
に
驚

き
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
し
て
お
り
、
あ
ら
た

め
て
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

皇
太
子
殿
下
が
、
国
民
文
化

祭
に
お
越
し
を
い
た
だ
き
、
増

田
を
ご
訪
問
さ
れ
た
こ
と
は
本

当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

重
伝
建
地
区
内
の
増
田
観
光
物

産
セ
ン
タ
ー
・
蔵
の
駅
な
ど
を

ご
案
内
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

や
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
ご

説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。
殿
下

は
、
歴
史
や
内
蔵
の
造
り
に
興

味
を
示
さ
れ
た
ご
様
子
で
、
ご

視
察
さ
れ
た
建
物
内
部
を
じ
っ

く
り
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
選
定

を
受
け
た
増
田
の
町
な
み
を
殿

下
に
ご
訪
問
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
横
手
市
に
と
っ
て
大
変
な

名
誉
で
あ
り
ま
す
。
市
と
し
て

も
、
大
切
な
宝
と
し
て
保
存
と

継
承
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
あ
ら
た
め
て
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
民
文
化
祭
は
間
も
な
く
幕

を
下
ろ
し
ま
す
が
、
こ
の
１
カ

月
に
横
手
を
訪
れ
た
方
々
に
、

皆
さ
ん
の
お
も
て
な
し
の
心
が

届
い
て
い
る
こ
と
を
各
会
場
で

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

文
化
の
祭
典
が
閉
幕
し
て
か
ら

も
、
横
手
市
に
芸
術
・
文
化
を

大
切
に
す
る
風
土
が
育
っ
て
い

く
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。 増田観光物産センター『蔵の駅』で内

蔵を視察されるご様子（県提供写真）
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り
ん
ご
の
実
や
木
々
の
葉
が
赤
く
色
づ
き
、
秋
の
色

合
い
が
増
し
て
き
ま
し
た
。

　
芸
術
・
文
化
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
収
穫
の
秋
。

国
民
文
化
祭
で
に
ぎ
わ
う
横
手
は
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
10
月
の
横
手
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会場には横手市物産協会の
物産展や飲食ブースが立ち
並び、ステージでは竿灯演
技やキッズストリートダン
スなどが披露されました。
来場者は､晴天の秋空の下､
食・文化・芸能を存分に満
喫している様子でした。

秋
の
横
手
は

      
に
ぎ
わ
う
ぞ
!!

▼ 10月11～13日
　横手駅西口特設会場

地元の園児・高校生による
マーチングや書道パフォー
マンス、体験教室などの催
しが行われました。また、
動物展示コーナーも設けら
れ、来場者は普段見ること
のできない動物とのふれあ
いを楽しんでいました。

▼10月11～12日
　よこてイースト

山
内
新
そ
ば
ま
つ
り

山
内
新
そ
ば
ま
つ
り

▼
10
月
11
〜
13
日
、
道
の
駅
さ
ん
な
い

今
年
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の『
新
そ
ば
』を
た

く
さ
ん
の
家
族
連
れ
が
堪
能
し
ま
し
た
。
岩

手
県
か
ら
訪
れ
た
親
子
は
「
風
味
と
歯
ご
た

え
が
最
高
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

よこてお城山クラフトフェアよこてお城山クラフトフェア

▼ 10月４･５日、横手公園展望台周辺

全国各地から作り手が集まり、陶器や工芸品、
木工、ガラスなどを素材にした自慢の作品が展
示販売されました。この場所でしか手にするこ
とのできない作品を見ようとする大勢のファン
で会場はにぎわいました。

▼10月13日、岩手県西和賀町巣郷温泉特設広場
秋田と岩手の代表が県境をかけて綱引きで勝負しました｡
３本勝負の結果、秋田県は健闘むなしく敗北。県境を示
す標柱が秋田県側へ50センチ移動しました。

▼10月５日、市立大森病院・保健センター
リハビリ体操や医療機器の操作体験の他、タレ
ントの石垣政和氏による講演などが行われ、健
康への意識を高める一日となりました。

▼10月12日、市立横手病院
院長と医局研修医等の『恋するフォーチュン
クッキー』のダンスを皮切りに、たくさんの
催しが開催され､訪れた方を楽しませました｡

▼10月12日、真人公園
りんごまつり恒例のミスりんごコンテストでは、藤原慶子さん
(増田･左)、加藤千秋さん(十文字･中央)、片倉優美さん(増田･
右)の３人が、49代目のミスりんごに選ばれました。

横手駅西口祭横手駅西口祭

い
わ
て
・
あ
き
た
県
境
国
取
り
合
戦

い
わ
て
・
あ
き
た
県
境
国
取
り
合
戦

よこてイーストまつりよこてイーストまつり

横手病院祭横手病院祭 大森健康まつり＆病院祭大森健康まつり＆病院祭

横
手
わ
か
杉
カ
ッ
プ
東
日
本

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

横
手
わ
か
杉
カ
ッ
プ
東
日
本

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
10
月
18
・
19
日
、
増
田
体
育
館
ほ
か

県
内
外
か
ら
男
女
合
わ
せ
て
、
21
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

こひつじ幼稚園の年長児を招待して、十数年ぶ
りになべっこ会を行いました。

▼10月8日、十文字『十字の里』
十文字第一小なべっこ会十文字第一小なべっこ会

第49回増田りんごまつり第49回増田りんごまつり

　10月11日、楽天イーグルススタジアム大雄を会場に
『大雄地区スポーツレクリエーション大会』が開催さ
れ、参加者はそれぞれの競技で気持ちよく汗を流しま
した。また､会場内では､婦人会によるいものこ汁500
人分とご飯３升の炊き出し訓練が行われ、スポーツを
楽しんだ参加者に振る舞われました。

スポーツの秋に実践訓練 （大雄）

　10月19日､国際ソロプチミスト横手（朝川順子会長)
の皆さんが、地域の福祉に役立てようとチャリティー
バザーを開催しました｡会場のＹ2ぷらざを訪れた人は
豊富な品物と、価格の安さに驚きながら買い求めてい
ました。当日は横手城南高校生が、バザー品の販売や
児童虐待・ＤＶ防止の啓発活動に協力しました。

恒例のチャリティーバザー （横手）

　各地域で行われる在宅医療普及講座が始まり、10月
15日には大雄ふれあいホールを会場に、ささき歯科医
院・佐々木徹院長が『長生きはお口の健康で決まる』
と題して口腔ケアの重要性と方法について講演しまし
た。今後の開催日程と会場は、西部地域包括支援セン
ター（☎35-2135）へお問い合わせください。

（大雄）『お口のケア』で健康長寿あきたこまちで自慢の逸品を披露

　10月21日、あきたこまち料理発表会が旭ふれあい館
で開催されました。主催の横手市雇用創出協議会・鈴
木事業推進員が「皆さんのアイデア料理を商品化につ
なげ消費拡大を目指したい」とあいさつ。参加者14人
から、まぜご飯や寿司、ジェラートなど多彩な料理が
出品され、互いに自慢のレシピを紹介していました。
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高橋　裕太さん
たかはし　ゆうた（23歳・平鹿）

佐藤　たま子さん
さとう　たまこ（38歳・雄物川）

　

講
師
と
し
て
教
壇
に
立
っ
て
２
年
目
の
裕
太

さ
ん
。
４
月
か
ら
は
、
母
校
の
平
鹿
中
で
社
会

科
を
担
当
し
、
部
活
動
で
は
男
子
バ
レ
ー
部
の

コ
ー
チ
を
務
め
て
い
ま
す
。
裕
太
さ
ん
は
、
大

学
１
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
校
を
訪
問

し
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
接
し
、
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
強
く
感
じ
た
こ
と
が
教

師
を
志
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
学
校
で
は
、
先
生
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
な
が
ら
〝
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
自

分
に
何
が
で
き
る
か
〞
を
考
え
て
行
動
し
て
い

ま
す
。
部
活
動
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
声
か

け
を
大
切
に
と
指
導
し
て
い
ま
す
」
と
生
徒
を

思
う
気
持
ち
を
話
す
裕
太
さ
ん
。
ま
た
、
自
身

も
中
学
か
ら
大
学
ま
で
バ
レ
ー
部
の
レ
ギ
ュ
ラ

ー
と
し
て
、
東
北
大
会
等
に
出
場
し
た
経
験
が

あ
り
、現
在
も
、ク
ラ
ブ
チ
ー
ム『
R
U
L
E
R
』

で
選
手
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

◆
家
族
に
一
言

　

好
き
な
バ
レ
ー
を
続
け
た
り
、
仕
事
が
で
き

る
の
は
家
族
の
応
援
が
あ
っ
て
こ
そ
。
感
謝
！

　

今
年
８
月
、
夫
の
賢
さ
ん
と
二

人
で
、
市
内
大
町
に
料
理
店
『
鳥

料
理
と
ぶ
』
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た

た
ま
子
さ
ん
は
鹿
児
島
の
出
身
で

す
。
故
郷
の
鹿
児
島
直
送
の
地
鳥

の
お
刺
身
か
ら
始
ま
る
コ
ー
ス
料

理
が
メ
イ
ン
で
、
各
種
の
お
酒
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、
お
し
ゃ

れ
な
雰
囲
気
の
お
店
で
す
。

　

横
手
出
身
の
賢
さ
ん
と
は
東
京

で
知
り
合
い
、
平
成
21
年
に
結
婚

し
ま
し
た
。
調
理
師
の
資
格
を
持

つ
賢
さ
ん
の
夢
は
、
地
元
に
帰
っ

て
自
分
の
店
を
持
つ
こ
と
で
、
そ

の
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
一
歩
と

し
て
、
平
成
23
年
に
秋
田
市
に
転

入
。
夢
を
追
う
中
、
子
ど
も
は
岬

君（
４
歳
）と
菫
ち
ゃ
ん（
０
歳
７

ケ
月
）の
二
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
の
５
月
、
念
願
の

お
店
を
開
く
目
途
が
立
ち
、
家
族

で
賢
さ
ん
の
実
家
に
来
ま
し
た
。

　

た
ま
子
さ
ん
に
横
手
で
の
生
活

を
尋
ね
る
と
「
夫
婦
で
仕
事
が
で

き
る
の
は
、
夫
の
両
親
の
お
か
げ

で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
も
含

め
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
父
母
が
作
る
野
菜
や
お
米
が

お
い
し
く
、
横
手
に
来
て
健
康
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

も
横
手
の
食
で
元
気
に
た
く
ま
し

く
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
明
る

い
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

上宮第一幼稚園（横手）ふじ組のおともだち上宮第二幼稚園（横手）やま組のおともだち

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。高橋さんは、前回
の照井さんからのご紹介です。

鹿児島県

霧島市

熊本県

宮
崎
県

■面積　603.15k㎡
■人口　127,611人
■世帯　　59,508世帯

す
ぐ
る

こ
う

す
み
れ

ル

ー

ラ

ー

鹿児島県

材料（４人分）
○大根…1/4本　○にんじん…1/4本　○きゅうり…1本
○砂糖…小さじ1/２　○塩…1つまみ　○酢…大さじ1
○ツナ…1/2缶　○しょうゆ…小さじ２　

作り方
①大根とにんじんを薄くいちょう切りにする。きゅうり
　は小口切りにする。
②①を砂糖、塩、酢にしんなりするまで漬ける。
③②の汁を切って、ツナとしょうゆで和える。
※野菜の分量はお好みに合わせてください。海藻類など
　をトッピングしてもおいしく仕上がります。

◎今月の紹介者 平鹿学校給食センター
学校栄養士 ・ 土信田 睦子さん
　大根のおいしい季節です。シャキッ
とみずみずしくて、簡単にできる大根
サラダをどうぞ。水分を抜いてしんな
りさせるとたくさん食べることができ
ます。少し多めに作っておくと、次の
日に味がしみ込んで、いっそうおいし
くいただけますよ。

大根は、煮物や大根おろ
し、漬物などのほか、切り

干しなどの保存食にもなります。今の
時期は、リンゴの収穫と大根の収穫が
重なり大忙しです。今年の大根は、夏
場の水不足で心配しましたが、とても
良い出来です。知人が経営する神奈
川の居酒屋さんに、縁あって出荷して
いますが、お客さんの評判もいいと聞
き、生産者としてうれしいです。
（にこにこ直売所会員・国安孝夫さん・平鹿）

１人分の栄養量
エネルギー    50kcal
タンパク質    2.3g
脂     質    3.2g
塩     分    0.7g

にこにこレシピ
●旬の地産食材で健康づくり●

オイ
シイ

ってカ
ラダにイイ

主食
副菜
主菜

牛乳・乳製品 果物

1 3 4 5 6

3 4 5 6

2 3 4

1212

5

7

1 2

1

2

『大根』今月の食材

大根のささっとサラダ大根のささっとサラダ

　キルトは、ヨーロッパ北部の寒冷地で発祥した
といわれ、保温のために布地に綿をはさんだのが
始まりとされています。美しい作品をバックに微
笑む皆さんは、キルトの会の会員の皆さんです。
３年前の醍醐公民館のキルト教室がきっかけで、
毎月第２・４月曜日の午前９時から醍醐公民館で
作品づくりを楽しんでいます。
　おしゃべりしながらキルトトップといわれる表
地の配色を決め、縫い合わせを進めていきます。
「お茶を飲みながら、時間が経つのを忘れてしま
います。悩み事もみんなに笑って聞いてもらえる
ので気分が晴れますよ」と皆さんは笑顔です。
　代表の高橋暁子さんは「作品がきれいに仕上が
るとうれしいですよ。何でも楽しく話してストレ
スも解消。小学校が休みのときはお孫さんを連れ
て楽しく過ごしています。皆さんもキルトの楽し
さに触れてみませんか」と話してくれました。
◆問合せ　高橋さん ☎25-3588

キルトサークル（平鹿）
キルトの会

食事バランスガイド

食と農からのまちづくり
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青
年
就
農
給
付
金
認
定
申
請

　
　

を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

◆
給
付
要
件
／
45
歳
未
満
で
、
独
立   

　

し
て
経
営
を
開
始
し
た
新
規
就
農

　

者
で
、
５
年
間
で
生
計
が
成
り
立

　

つ
実
現
可
能
な
計
画
が
あ
る
方
等

◆
申
請
期
限
／
11
月
20
日（
木
）

◆
問
合
せ
／
市
農
林
部
農
業
政
策
課

　

☎
３
２
‐
２
１
１
２

　
　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
参
加
者

　
　

募
集（
2
日
間
受
講
）

◆
対
象
／
平
成
27
年
2
月
〜
4
月
に

　

出
産
予
定
の
妊
婦
と
そ
の
家
族

◆
期
日
・
内
容
／【
１
回
目
】11
月
21

　

日（
金
）、
妊
娠
中
の
食
事
と
体
操

　

・
妊
娠
中
の
歯
の
話
・
命
の
話

　
【
２
回
目
】11
月
28
日（
金
）、
赤
ち

　

ゃ
ん
の
お
世
話
の
仕
方
と
お
風
呂

　

の
入
れ
方
・
パ
パ
の
妊
婦
体
験

◆
時
間
／
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
限
／
11
月
14
日（
金
）

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課
☎
３
３
‐
９
６
０
０

　
　

わ
た
し
力
！
Ｕ
Ｐ
講
座
『
ク

　
　

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
』

　

子
育
て
中
の
方
向
け
の
講
座
で
す
。

◆
日
時
／
11
月
27
日（
木
）午
前
10
時

　

〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
２Ｙ
ぷ
ら
ざ

◆
参
加
費
／
１
，
０
０
０
円

◆
定
員
／
先
着
10
人

◆
託
児
／
あ
り
※
申
し
込
み
必
要

◆
申
込
み
／
横
手
市
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー
☎
３
２
‐
２
４
２
６

　
　

効
果
的
な
発
信
が
ブ
ラ
ン
ド

      
を
作
る
!?（
全
２
回
）

◆
日
時
／
11
月
９
日（
日
）、16
日（
日
）  

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参

　

画
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
商
工
観
光
部
商
工

　

労
働
課
内
）
☎
３
３
‐
３
８
９
９

　
　

朝
倉
公
民
館
主
催
講
座
『
ひ 

　
　

な
飾
り
作
り
教
室（
全
２
回
）』

　

ち
り
め
ん
細
工
の
桜
と
う
さ
ぎ
の

お
ひ
な
様
を
作
り
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
９
日（
火
）・
平
成
27

　

年
２
月
５
日（
木
）、
午
前
９
時
30

　

分
〜
午
後
３
時
30
分

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
参
加
費
／
一
回
１
，
３
０
０
円

◆
申
込
期
間
／
11
月
5
日（
水
）〜
27

　

日（
木
）※
先
着
10
人

◆
申
込
み
／
朝
倉
公
民
館

　

☎
３
５
‐
２
１
３
８

　
　

ふ
る
さ
と
の
森
を
守
る
木
育

　
　
『
丸
太
が
本
棚
に
変
わ
る
ま
で
』

　

水
辺
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会
主
催
で
、
山
林
伐
採
現
場
等

の
見
学
や
本
棚
製
作
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
15
日（
土
）午
前
９
時

　

〜
正
午
※
参
加
無
料

◆
集
合
場
所
／
道
の
駅
さ
ん
な
い

◆
問
合
せ
／
横
手
地
域
局
地
域
振
興

　

課
☎
３
２
‐
２
７
２
５

　
　

ベ
ビ
ー
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ケ
ア

　
　

教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

生
後
１
カ
月
〜
１
歳
未
満
の
子
ど

も
と
保
護
者
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
25
日（
火
）午
前
10
時

　

30
分
〜
正
午

◆
場
所
／
旭
ふ
れ
あ
い
館

◆
参
加
費
／
１
，
０
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
11
月
14
日（
金
）

◆
申
込
み
／
旭
公
民
館

　

☎
３
６
‐
１
１
０
０

　
　

地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん

　
　

で
い
る
方
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

　

地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
み
、

今
後
も
継
続
が
見
込
ま
れ
る
団
体
や

個
人
を
選
考
し
、
表
彰
し
ま
す
。
自

薦
・
他
薦
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
。 

◆
申
込
期
限
／
11
月
28
日（
金
）

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
地

　

域
企
画
課
☎
３
２
‐
０
５
９
４

　
　

意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
『
あ
な
た
の
街
で
県
議
会
』

　

よ
り
身
近
な
県
議
会
を
目
指
し
、

議
員
も
参
加
し
て
皆
さ
ん
と
意
見
交

換
を
し
ま
す
。
※
事
前
申
込
み
不
要

◆
日
時
／
11
月
4
日（
火
）午
後
６
時
〜

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館

◆
問
合
せ
／
県
議
会
事
務
局
政
務
調

　

査
課
☎
０
１
８
‐８
６
０
‐２
１
３
１

　
　

　
　

秋
田
県
最
低
賃
金
が
時
間
額

　
　

６
７
９
円
に
な
り
ま
し
た

　

最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ

イ
ト
等
、
県
内
の
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
、
労
使
合
意
の
上
で
も

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
違
反
に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
１
８
‐
８
８
３
‐
４
２
６
６

　
　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
対

　
　

策
の
各
種
支
援
を
終
了
し
ま
す

　

国
の
支
援
制
度
が
平
成
27
年
３
月

末
で
終
了
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
Ｈ
P
番
号
０
０
０
０
１
９
１
１
１
）

◆
問
合
せ
／
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ 

　

ー
☎
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１

　
　

地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
発

　
　

表
会
レ
シ
ピ
公
開
セ
ミ
ナ
ー

　

飲
食
関
係
者
な
ど
を
対
象
に
行
い

ま
す
。
試
食
も
あ
り
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
13
日（
木
）午
後
２
時

　

〜
４
時

◆
場
所
／
旭
ふ
れ
あ
い
館

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
あ
ぐ
り
ん
テ

　

ッ
ク
よ
こ
て
☎
３
８
‐
８
３
３
１

情報～information～

情報情報
informationinformation

　
　

公
開
講
座
『
地
域
イ
ン
タ
ー

　
　

ネ
ッ
ト
体
験
研
修
会
』

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
基
礎
や

年
賀
状
の
作
成
等
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
15
日（
土
）午
前
９
時

　

45
分
〜
11
時
30
分
※
参
加
無
料

◆
定
員
／
20
人
程
度

◆
持
ち
物
／
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

◆
場
所
・
問
合
せ
／
横
手
養
護
学
校

　

☎
３
３
‐
４
１
６
７

　
　

調
停
無
料
相
談
会

　

土
地
の
境
界
や
夫
婦
間
、
借
金
等

さ
ま
ざ
ま
な
心
配
事
に
つ
い
て
、
裁

判
所
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
14
日（
金
）午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　

横
手
支
部（
城
南
町
）

◆
問
合
せ
／
横
手
調
停
協
会

　

☎
３
２
‐
４
１
３
０

　
　

求
職
者
向
け
の
『
パ
ソ
コ
ン

　
　

自
主
学
習
教
室（
全
４
回
）』

　

44
歳
以
下
の
求
職
中
の
方
を
対
象

に
、
個
人
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
指

導
を
行
い
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
／
11
月
19
日（
水
）・26
日（
水
）

　

12
月
３
日（
水
）・
10
日（
水
）、
午

　

前
10
時
〜
正
午

◆
場
所
／
Ｏ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横
手
校

◆
定
員
／
先
着
５
人

◆
申
込
み
／
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
Ａ

　

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
南
部
サ
テ
ラ
イ
ト

　

☎
３
５
‐
６
０
０
５

　
　

横
手
税
務
署
か
ら
の
各
種
お

　
　

知
ら
せ

【
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
展
】

◆
日
時
／
11
月
８
日（
土
）〜
17
日（
月
）

◆
場
所
／
イ
オ
ン
横
手
店

【
記
帳
説
明
会
】

　

白
色
申
告
者
の
方
に
対
し
、
記
帳

説
明
会
と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
11
日（
火
）①
午
前
10

　

時
〜
正
午
、
②
午
後
２
時
〜
４
時

　

※
①
②
ど
ち
ら
か
に
参
加

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手

【
年
末
調
整
説
明
会
】

◆
日
時
／
11
月
19
日（
水
）①
午
前
10

　

時
〜
11
時
45
分
、②
午
後
２
時
〜
３

　

時
45
分
※
①
②
ど
ち
ら
か
に
参
加

◆
場
所
／
市
民
会
館

《
共
通
事
項
》

◆
問
合
せ
／
横
手
税
務
署

　

☎
３
２
‐
６
０
９
０

　
　

ど
う
や
っ
て
使
う
の
？
介
護

　
　

サ
ー
ビ
ス『
介
護
支
援
相
談
会
』

　

介
護
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
介
護
用
品

の
展
示
、
個
別
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

介
護
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
11
月
23
日（
日
）午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時
※
参
加
無
料

◆
場
所
／
条
里
南
庁
舎

◆
問
合
せ
／
横
手
か
ま
く
ら
Ｆ
Ｍ

　

☎
３
８
‐
８
８
５
５

　
　

夜
間
糖
尿
病
教
室
『
楽
し
く

　
　

学
ぼ
う
糖
尿
病
』

◆
日
時
／
11
月
26
日（
水
）午
後
６
時

　

〜
７
時
30
分

◆
場
所
／
平
鹿
総
合
病
院

◆
参
加
費
／
１
，５
０
０
円（
夕
食
代
）

◆
申
込
期
限
／
11
月
19
日（
水
）

◆
申
込
み
／
平
鹿
総
合
病
院
・
検
査

　

科
・
藤
原
☎
３
２
‐
５
１
３
１（
受

　

付
、平
日
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
）

　
　

横
手
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
　

タ
ー
交
流
会

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
興
味

の
あ
る
60
歳
以
上
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
等
の

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
11
月
21
日（
金
）正
午
〜

◆
場
所
／
さ
く
ら
荘

◆
申
込
期
限
／
11
月
14
日（
金
）

◆
申
込
み
／
横
手
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー
☎
３
３
‐
６
８
４
０

催　
し

催　
し

講　
座

講　
座

講　
座

講　
座
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◎デザインで遊ぼう
◆日時・場所／11月23日（日）10：00～16：00、Ｙ2ぷらざ
◎灯りまつり～色鮮やかなイルミネーションの世界～
◆期間・場所／11月15日（土）～２月17日（火）、イースト
　　　　　　 にぎわいひろば※点灯式15日17：00～
◎まんまるキッチン（正月料理など）＆よこいち。
◆日時・場所／11月16日（日）10：00～16：00、アトリエ
　　　　　　  アッサンブレ・Ｙ2ぷらざ

問合せ／よこてイースト管理事務所☎38-8851

11月の〝よこてイースト情報〟11月の〝よこてイースト情報〟

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

講　
座
講　

座
講　

座

募　
集

講　
座

講　
座

　新人看護師等によるキャンドルセレモニーや、作家
で保護司の大沼えり子氏による『君
の笑顔に会いたくて』と題した講演
会を行います。
◆日時／11月22日（土）13：00～16：00
◆場所／かまくら館
◆入場料／無料
◆問合せ／横手市看護協議会（平鹿総
　　　　　合病院・伊藤）☎32-5121

第25回市民と集う看護フォーラム第25回市民と集う看護フォーラム
　懐かしい昭和時代の喜劇を４本立てで上映します。 
◆時間／10：00～17：40　◆場所／かまくら館２階
◆入場料／500円（全て鑑賞可能）
◆上映内容／◎おかしな奴　◎あゝ軍歌
                  ◎喜劇・大安旅行　◎吹け
                  ば飛ぶよな男だが　
◆チケット／横手市民会館、かまくら
　　　　　　館、金喜書店ほか
◆問合せ／横手市民会館☎32-3136

11月８日（土）開催〝かまくら館映画劇場〟11月８日（土）開催〝かまくら館映画劇場〟

上宮第二幼稚園（横手）
やま組のおともだち

相　
談
相　

談
相　

談

相　
談

吉田保育所（平鹿）ひまわり組のおともだち
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地域からのお知らせ

いどばたプラザいどばたプラザ
　掲載を希望する場合は、発行日の『20日前まで』に内容がわかる
ものを広報係(連絡先は最終ページに掲載)にお寄せください。
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写経でカフェ
　お香のかおり､音楽が流れる中での写経はいかがですか｡
●日時／11月12日(水)午後２時～　●場所／桂徳寺(金沢
本町)　●参加費／400円　●持ち物／小筆または筆ペン
●問合せ／桂川さん ☎37-3125

つかえる英語講座(外国人教師による中級英会話)
●日時／11月18日(火)午後７時15分～８時45分　●場所
／Ｙ2ぷらざ　●参加費／１回1,000円(学生300円)　●問
合せ／田口さん ☎080-1829-4754

横手吹奏楽団『第42回定期演奏会』
●日時／11月16日(日)午後２時～ ●場所／横手市民会館 
●入場料／前売券500円、当日券600円(小学生以下無料) 
●プレイガイド／楽器の店カネキ、金喜書店、パナック
たから ●演奏曲／ミュージカル『レ・ミゼラブル』より、
チャイコフスキー交響曲第５番第２楽章、お酒ソングコ
レクション他 ●問合せ／堀川さん ☎090-9635-3695

実物で学ぶ『後藤逸女と佐竹三十六歌仙絵巻の書流』講座
　生誕200年となる後藤逸女の和歌の魅力を紹介します｡
●日時／11月16日(日)午後１時30分～３時30分 ●場所／
秋田県立近代美術館 ●講師／小林忠通氏 ●受講料／2,000
円(資料代) ●定員／先着80人  ●申込み／往復はがきに
流派名、住所、氏名、電話番号を記載し、郵送にて申込
み ●申込先・問合せ／〒013-0063 横手市婦気大堤字西野
38 秋田県茶道文化研究会 小林忠通さん ☎32-3952

横手市長杯『第９回年忘れ市民バレー交流会』
　年齢・性別・障がいを越えて、日ごろの運動不足をバ
レーボールで解消してみませんか。
●日時／12月６日(土)午前９時～午後４時 ●場所／横手
体育館 ●参加費／１チーム2,000円(保険料込) ●申込期
限／11月20日(木) ●問合せ／地域生活支援センターのぞ
み 沢田さん ☎35-5781

横手読書会11月例会
●日時／11月21日(金)午後２時～ ●場所／女性センター 
●演題／俳壇散歩 ●講師／俳誌『沖』同人･俳人協会会員 
池田崇氏 ●問合せ／横手図書館 ☎32-2662
　
よこて霜月御膳を楽しむ会　
　ゆく秋の鶴ヶ池を眺めながら､横手･山内の食材を豊富
に使った‶よこて霜月御膳"をじっくりお楽しみください｡
●日時／11月21日(金)午後６時～ ●場所／鶴ヶ池荘 ●
参加費／5,000円 ●定員／20人 ●申込期限／11月14日(金)
●送迎／横手駅東口､午後５時45分発 ●申込み･問合せ／
横手ごっつぉお膳実行委員会 齊藤さん ☎090-8256-9837
　
マンドリン＆ギターデュオコンサート『響き Special』
　日本を代表するマンドリン奏者・青山忠氏と、その奥
様でピアニスト・作編曲家の武藤理恵氏、そしてさまざ
まなマンドリン独奏コンクールで最年少入賞記録を塗り
替えたご子息の青山涼氏をゲストに迎えます。
●日時／11月23日(日)午後３時～ ●場所／かまくら館 ●
入場料／前売券3,000円、当日券3,500円 ●プレイガイド
／秋田ふるさと村、カシワヤ楽器、銀の匙、横手市民会
館、かまくら館 ●問合せ／荻田さん ☎32-9438

 
　  　　　 
ヨガ シャイニングムーン ～60分レッスン～
【Ｙ2ぷらざ会場】
●日時／【昼ヨガ】11月４日(火)･11日(火)･18日(火)･25日
(火)､午前10時30分～､【夜ヨガ】11月６日(木)･14日(金)･
21日(金)･28日(金)､午後６時30分～
【アスパル雄物川会場】
●日時／【昼ヨガ】11月６日(木)、午前10時30分～､【夜ヨ
ガ】11月20日(木)、午後６時30分～
【十文字文化センター会場】
●日時／【昼ヨガ】11月21日(金)、午前10時30分～､【夜ヨ
ガ】11月７日(金)､午後６時30分～
〈共通事項〉●受講料／１回1,000円(初回500円)※お得な回
数券有り ●持ち物／動きやすい服装､ヨガマットまたは
バスタオル､飲み物 ●申込み／吉岡さん ☎090-5405-7731

煉瓦屋『イベント案内』
【歌の好きな人集まれ！！思いっきり歌声喫茶】
●日時／11月６日(木)午後７時～　●演奏曲／故郷の廃
家 ほか20曲以上　●参加費／1,000円
【自然を愛する皆さんの集い】
●日時／11月16日(日)午後１時～　●内容／『森の木の話』
講演:片野恒夫氏、『横手発日帰り名所のご紹介‶おもし
ろ道中 番外編"』映像とご案内:小松一萬氏　●参加費／
800円
〈共通事項〉要予約､飲み物・洋菓子付 ●場所・申込み／ＮＰ
Ｏヒューマニティコミュニケーション(煉瓦屋内)☎33-2811

押し花・パッチワーク・ポーセラーツ作品『花ごころ展』
●期間／11月８日(土)～11月16日(日)、午前９時30分～
午後４時　●場所／秋田ふるさと村『鳥海』　●入場料／
無料※体験会(有料)も開催します　●問合せ／宮本さん 
☎090-9030-1521

公開講座『家族が認知症と診断された時』
●日時／11月８日(土)午後１時～３時 ●場所／秋田県南
部男女共同参画センター ●講師／埼玉県認知症疾患医療
センター センター長 深津亮氏 ●参加費／300円 ●問合
せ／少子化について学ぶ会代表 三橋さん ☎36-2677

南部シルバーエリア『イベント案内』
【文化刺繍展】
●期間／11月12日(水)～12月10日(水)、午前９時～午後
５時　●入場料／無料
【料理教室～マクロビオティッククッキング～】
　雑穀入り玄米ご飯や杏仁豆腐などを作ります。
●日時／11月22日(土)午前10時～ ●参加費／1,000円 ●
持ち物／エプロン、三角巾、筆記用具 ●申込開始／11月
３日(月) ●定員／先着20人
〈共通事項〉●場所･申込み／南部シルバーエリア ☎26-3880

第63回横手市小中学校音楽発表会
　横手市内の小中学校が一堂に会し、日ごろの音楽学習
で学んだ歌や合唱、合奏、また、クラブや部活動で練習
した成果などを発表します。
●日時／11月12日(水)午前10時～午後４時　●場所／横
手市民会館　●入場料／無料　●問合せ／雄物川北小学
校 五十嵐教諭 ☎22-2144

ご と う いつじょ

ス ペ シ ャ ル

受付献血日程献血日程
400ml献血に
 ご協力ください

種類月日・地域 実　施　場　所 受付時間

11月11日(火)
横　手

11月12日(水)
大　雄

11月13日(木)
横　手

横手市役所本庁舎
 9:30～11:30

大和更生園
13:00～16:00
 9:30～10:00

睦合成工業㈱秋田工場 11:00～11:30
㈱宮腰デジタルシステムズ 12:30～13:00
横手市役所大雄庁舎 14:30～16:00
協同組合横手卸センター 10:00～12:00
市立横手病院 14:00～16:30

全血



ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
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ろ
い
ろ
な
声
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

広告広告

　

読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
8
6
0
1

横
手
市
中
央
町
８
番
２
号

横
手
市
役
所　

秘
書
広
報
課　

広
報
係

あ
て　

蕭
３
３‐６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
賞
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

前略、ふるさと様・・・

首都圏横手市ふるさと会
連絡協議会通信
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発行号「11月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、
必ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は賞
品の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　11月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　首都圏には、横手市の出身者が集い、故郷への思い
を馳せながらさまざまな活動を行う〝ふるさと会〟が
８地域ごとに設立されています。

　横手出身の漫画家・矢
口高雄先生の『釣りキチ
三平』をモチーフにした
ラーメンが商品化されま
した。横手を全国に発信
したいという思いで㈲三
浦商店が開発。パッケー
ジの表面には自然豊かな風景と三平が描かれ、裏面に
は増田の蔵やまんが美術館が紹介されています。
　今回は、比内地鶏エキスと煮干しエキスのＷスープ
で、すぐできるインスタント麺『釣りキチ三平ラーメ
ン』４袋をセットにして５名様にプレゼントします。
【提供】㈲三浦商店 ☎33-5567
※秋田ふるさと村、かまくら館等で販売しています。（１袋税抜き250円）

比内地鶏スープの醤油味に魚介風味を効かせた
『釣りキチ三平ラーメン』誕生

1111
（9/16～10/15日到着分）

（9/16～10/15日到着分）

１１
20142014 　真っ赤に実った〝りんごロード〟　（増田地区）

　真っ赤に実った〝りんごロード〟　（増田地区）

日本国秋田県横手市
日本国秋田県横手市

　

高
校
生
が
開
発
し
た
玄
米
茶
〝
増

香
茶
〞
す
ば
ら
し
く
う
れ
し
い
事
で

す
。
飲
ん
で
み
た
い
で
す
。

　

今
、
農
家
を
継
ぐ
人
が
少
な
く
な

り
、
う
っ
そ
う
と
し
た
田
畑
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

実
家
も
年
を
と
っ
て
だ
ん
だ
ん
出
来

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
と
き
ど
き

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
米
も

果
物
も
野
菜
も
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
く
と
思
う
と
さ
み
し
い
で
す
。

国
、
県
、
市
で
会
社
方
式
等
で
な
ん

と
か
な
ら
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

米
も
価
格
が
下
が
る
と
か
。
農
業
が

衰
退
す
る
と
一
体
ど
う
な
る
だ
ろ
う

か
と
…
農
業
の
応
援
お
ね
が
〜
い
。

職
を
リ
タ
イ
ヤ
し
て
か
ら
、
主
人
と

家
庭
菜
園
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

（
家
庭
菜
園
が
ん
ば
り
っ
こ
さ
ん
・

60
歳
・
横
手
）

　

先
日
、
山
形
の
山
寺
（
立
石
寺
）

に
息
子
と
行
っ
て
来
ま
し
た
。
お
寺

自
体
は
そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
の

で
す
が
、
散
策
コ
ー
ス
や
登
山
コ
ー

ス
が
充
実
し
、
門
前
町
は
い
ろ
い
ろ

な
店
が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
山
形

県
人
の
商
売
に
対
す
る
熱
意
が
感
じ

ら
れ
、
秋
田
県
人
は
も
っ
と
見
習
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
ア
ッ
プ
ル
バ
バ
ア
さ
ん
・
75
歳
・

増
田
）

　

古
民
家
を
利
用
し
た
飲
食
店
な
ど

が
流
行
っ
て
い
ま
す
ね
。
横
手
に
も

古
民
家
の
空
き
家
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
古
民
家
に
滞
在
し
て
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
周
辺
を
め
ぐ
り
、

古
民
家
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
な
宿
泊

施
設
が
あ
っ
て
も
い
い
か
な
と
思
い

ま
す
。
気
に
入
れ
ば
移
住
に
つ
な
が

る
か
も
…
。

（
Ａ
・
Ｔ
さ
ん
・
47
歳
・
横
手
）

　

10
月
１
日
に
、
『
家
に
あ
る
鍋
で

お
い
し
い
お
米
を
炊
く
料
理
教
室
』

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
お
米
は
最

高
３
合
ま
で
で
し
た
が
、
１
合
で
も

可
能
だ
そ
う
で
す
。
時
間
も
15
分
と

短
時
間
で
す
み
、
と
て
も
お
い
し
か

っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
新
米
が
出
ま

わ
り
ま
す
。
教
わ
っ
た
方
法
で
、
秋

田
の
お
い
し
い
お
米
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
53
歳
・
横
手
）

　

先
日
、
市
か
ら
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
案
内
が
あ

り
、
応
募
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
と
い
う
の
も
、
我
が
家
の
グ
リ

ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
市
の
ゴ
ー
ヤ
苗

を
い
た
だ
い
て
き
た
物
だ
か
ら
で
す
。

　

水
や
り
と
追
肥
を
コ
ツ
コ
ツ
や
っ

て
順
調
に
育
っ
て
い
た
ゴ
ー
ヤ
で
し

た
が
、
途
中
ピ
ン
チ
も
あ
り
ま
し
た
。

夏
休
み
、
４
泊
５
日
で
家
を
空
け
る

こ
と
に
な
り
、
困
っ
た
の
が
プ
ラ
ン

タ
ー
に
植
え
た
ゴ
ー
ヤ
の
水
や
り
で

し
た
。
幸
い
、
市
内
に
住
む
義
父
母

が
水
や
り
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
、
安
心
し
て
出
発
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
帰
宅
す
る
と
、
出
発
前

よ
り
も
生
き
生
き
と
元
気
な
ゴ
ー
ヤ

達
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
聞
く

と
、
朝
夕
２
回
、
水
や
り
に
来
て
く

れ
た
と
の
こ
と
。
感
謝
…
。

　

た
く
さ
ん
実
を
つ
け
、
10
月
に
入

っ
て
か
ら
も
き
れ
い
な
黄
色
い
花
を

咲
か
せ
続
け
た
ゴ
ー
ヤ
で
し
た
が
、

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
は
残
念
な
が
ら

選
外
。
そ
れ
で
も
参
加
賞
に
添
え
ら

れ
た
文
書
に
は
、
担
当
者
の
方
の
温

か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
一
文
が
あ
り
、

気
持
ち
が
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。

　

で
き
れ
ば
来
年
も
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
を
設
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｙ
さ
ん
・
47
歳
・
山
内
）

　

９
月
７
日
の
あ
る
新
聞
に
、
方
言

を
楽
し
む
旅
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
の
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。

古
里
を
は
な
れ
て
３
年
、
道
の
駅
の

ま
め
で
ら
が
〜
、
カ
ダ
ー
レ
、
ね
ま

〜
れ
な
ど
、
な
つ
か
し
く
、
と
き
ど

き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
の
駅
の
行
事

に
参
加
し
て
い
た
事
が
、
ま
る
で
昨

日
の
事
の
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
こ

ち
ら
に
来
て
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
仲
間
が
集
ま
る
と
、
東
北
出
身
の

方
も
多
く
、
秋
田
の
い
ぶ
り
が
っ
こ

の
話
な
ど
食
の
話
が
出
ま
す
。
う
ど

ん
や
焼
き
そ
ば
な
ど
、
も
っ
と
も
っ

と
広
ま
っ
て
ほ
し
い
な
あ
と
感
じ
た

一
日
で
し
た
。

（
田
中
キ
ミ
子
さ
ん

・
東
京
都
八
王
子
市
）

　
国
民
文
化
祭
真
っ
最
中
。
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
に
は
ま
り
、
は
ん
こ
を
求

め
て
各
会
場
へ
足
を
運
び
ま
し
た
。

何
よ
り
ス
ギ
ッ
チ
の
国
民
文
化
祭
バ

ー
ジ
ョ
ン
ス
タ
ン
プ
の
か
わ
い
い
こ

と
。
こ
の
ま
ま
販
売
し
て
欲
し
い
く

ら
い
で
す
。

（
多
賀
糸
智
香
子
さ
ん
・
横
手
）

　

秋
田
ふ
る
さ
と
村
な
ど
で
行
わ
れ

る
国
民
文
化
祭
が
い
よ
い
よ
始
ま
り

ま
し
た
。
実
際
に
見
る
の
は
テ
レ
ビ

と
は
違
い
迫
力
が
あ
り
、
体
に
響
い

て
き
て
す
ご
い
で
す
。
11
月
２
日
の

『
太
鼓
の
祭
典
』
に
も
行
き
ま
す
。

楽
し
み
で
す
。

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
63
歳
・
十
文
字
）

　

今
年
は
国
民
文
化
祭
と
い
う
こ
と

で
、
秋
田
ふ
る
さ
と
村
に
は
県
外
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が
い
ら
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
障

が
い
者
の
子
ど
も
さ
ん
も
。
そ
う
い

う
子
ど
も
を
持
つ
親
子
の
き
ず
な
や

施
設
の
皆
さ
ん
が
車
い
す
に
の
っ
て

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
姿
に
、
健
康
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
、
ま
た
、
親
の

気
持
ち
に
打
た
れ
ま
し
た
。
今
は
亡

き
両
親
に
感
謝
し
つ
つ
帰
路
に
つ
い

た
ら
、
毎
年
来
て
く
れ
る
白
鳥
さ
ん

た
ち
が
空
高
く
舞
い
上
が
っ
て
い
ま

す
。
「
元
気
を
出
せ
よ
、
春
ま
で
よ

ろ
し
く
な
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な

夕
暮
れ
で
し
た
。

（
遠
藤
さ
ん
・
70
歳
・
平
鹿
）

　緊急時に自動的にスイッチが入り、横手かまくら
ＦＭから災害情報が放送される、防災行政無線の機
能を持ったラジオです。
※市では、市内の65歳以上の高齢者のみの世帯、障
　害者手帳の交付を受けた方がいる世帯などに無償
　貸与しています。
※新たに防災ラジオを希望する方は、申請が必要で
　す。日中、高齢者が一人となる世帯などの事情も
　考慮しますので、対象者の確認や申請方法など詳
　細はお問い合わせください。

　毎月第２水曜日の午前11時45分から緊急情報の試
験放送をしていますので、受信確認をお願いします。
なお、大音量で流れますのでご留意ください。

【問合せ】市総務企画部危機管理課☎35-2195
　　　　　または各地域局地域振興課

　　〝ふるさと会〟のご案内
■首都圏増田会
　◎日　時／11月16日（日） 受付：午前10時30分～
　　　　　　　　　　　    総会：午前11時30分～
　◎会　場／オーラム（台東区東上野）
　◎連絡先／細野芳之助幹事長☎044-722-0263 
■秋田のふるさと雄物川会
　◎日　時／11月30日（日） 受付：午前10時30分～
　　　　　　　　　　　    総会：午前11時30分～
　◎会　場／水交会館（渋谷区神宮前・東郷神社境内）
　◎連絡先／鈴木信公事務局長 ☎080-5196-9870

　ぜひ、首都圏在住のご親戚や知人の方にお知らせ
ください。

平成 　 年市報よこて 2014(       26　).11.1  No.21821

防災ラジオを
ご活用ください！

防災ラジオとは

防災ラジオ試験放送

た
よ
り
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今月のおすすめ図書

　知っているようで知らない『小泉八雲＝
ラフカディオ・ハーン』の人生を、ひ孫の
著者が自分のルーツを探す旅をしながら
ひも解いていきます。『怪談』の出版から
110年。語り継がれてきた日本の伝承や都
市伝説を見直すきっかけにどうぞ。

『怪談四代記　八雲のいたずら』 
 小泉凡＝著／講談社
『怪談四代記　八雲のいたずら』 
 小泉凡＝著／講談社

　初めてのお泊り会、お母さんの服で
おしゃれごっこ、秘密基地づくり…。
どんな女性も幼い時に体験したような
ありふれた日常の物語。小学生の頃の
わくわくした気持ちを思い起こさせる､
大人にもお勧めの児童書です。

◆大人向け

◆こども向け

・子どもを本嫌いにしない本／赤木かんこ
・ぼくと数字のふしぎな世界／ダニエル・タメット
・観察する目が変わる動物学入門／浅場明莉・菊水健史
・これから始める俳句・川柳／神野紗希・水野タケシ
・頭のいい子を育てる日本のおはなし／主婦の友社＝編
・ポリ袋で作るカンタンなのにかわいいお弁当
　　　　　　　　　　　　　　　／川平秀一・川平稔己
・わたしたちは命の守人／岩貞るみこ  
・こけしのゆめ／チャンキー松本＝作・いぬんこ＝絵

新着図書の紹介新着図書の紹介

・11月８日(土)午前10時30分～／十文字
・11月９日(日)午前10時30分～／横手
・11月15日(土)午前10時30分～／増田
・11月16日(日)午前10時30分～／雄物川、大森
・11月22日(土)午後２時30分～／平鹿

11月のおはなし会　会場：各図書館11月のおはなし会　会場：各図書館

最寄りの図書館で全ての館の
　　　　　　　　蔵書を借りることができます。
◆問合せ／中央(雄物川)図書館 ☎22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより

蔵書検索

『ミリー・モリー・マンデーとともだち』
 ジョイス･Ｌ･ブリスリー＝作
 上條由美子＝訳･菊池恭子＝絵／福音館書店

『ミリー・モリー・マンデーとともだち』
 ジョイス･Ｌ･ブリスリー＝作
 上條由美子＝訳･菊池恭子＝絵／福音館書店

読書に関する作品コンクール、締切間近！読書に関する作品コンクール、締切間近！
　11月７日が締切です。作品はお近くの図書館まで。

臨時休館のおしらせ臨時休館のおしらせ
　横手図書館は、11月10日から14日まで蔵書点検のため
休館します。ご迷惑をおかけしますが、返却等はお近く
のほかの図書館までお願いします。

横手図書館 ······ 11月4･5･10～14･19日
増田図書館 ······ 11月4･10･17日
平鹿図書館 ······ 11月4･11･18日
雄物川図書館 ··· 11月4･5･12･19日
大森図書館 ······ 11月4･11･18日
十文字図書館 ··· 11月4･5･12･19日
山内図書室 ······ 11月1～3･8･9･15･16日
大雄図書室 ······ 11月3･16日
雄物川郷土資料館　11月は休館なし
ゆっぷる ········· 11月19日

ゆとり館 ········· 11月4･11･18日
えがおの丘 ······ 11月4･10･17日
大森健康温泉 ··· 11月4･10･17日
ゆとりおん大雄  11月19･20日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ············ 11月5･12･19日
　西・南部 ······ 11月1･2･8･9･15･16日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ······ 11月4･10･17日
南部シルバーエリア　11月4･10･17日

増田町診療所(耳鼻咽喉科)
　11月5･12･19日(毎週水曜)
　／14:00～15:30
大沢診療所(内科)
　11月10日(月)･25日(火)
　／13:30～15:00

三又へき地診療所(内科)
　11月4･11･18日(毎週火曜)
　／13:30～16:30
上平野沢へき地診療所(内科)
　11月6･13･20日(毎週木曜)
　吉谷地／13:00～15:00
　山内武道／15:10～17:00

～お出かけ、ご利用前にご確認ください～休館日

診療日

和のぬくもりを残したい

畳は日本人の生活になくてはならないも
の。その伝統を守り続けたい。

おおさか　ひろじ　
昭和18年、旧横手町生まれ。畳作り職人として今年
で47年目を迎える。職業訓練指導員、一級畳製作技
能士の資格を持つ。また秋田建築労働組合平鹿支部
の支部長も務め、各地域で建築に関する事業を実施
し業界の発展にも尽力した。平成26年度横手市技能
功労者。

大坂 廣治さん （71 歳・平鹿）

　

日
本
固
有
の
床
材
と
し
て
の
歴
史
を
持
つ
畳
が
、
今
の
形

に
な
っ
た
の
は
平
安
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
言
う
。
和

室
の
象
徴
で
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
畳
を
長

年
に
わ
た
っ
て
作
り
続
け
て
い
る
匠
が
大
坂
さ
ん
で
あ
る
。

　

高
校
卒
業
後
、
東
京
の
大
型
重
機
を
製
造
す
る
会
社
で
５

年
ほ
ど
働
い
た
が
、
家
業
の
畳
屋
を
継
い
だ
兄
を
手
伝
う
た

め
に
下
根
岸
町
の
実
家
に
戻
る
決
意
を
し
た
。
当
時
の
畳
作

り
は
機
械
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
針
を
使
い
縫
い
上
げ
る
作
業

で
手
に
は
硬
い
た
こ
が
で
き
た
が
、
そ
れ
が
職
人
の
証
に
な

っ
て
い
っ
た
。
30
歳
の
時
、
昔
か
ら
取
引
の
あ
っ
た
畳
の
下

地
に
な
る
畳
床
を
製
造
し
て
い
る
平
鹿
町
の
大
坂
畳
店
に
婿

養
子
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
公
共

の
施
設
や
寺
院
な
ど
か
ら
畳
の
注
文
が
あ
り
、
多
い
時
で
10

人
の
従
業
員
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
忙
し
い
時
期
が
続
い
た
。

　

そ
の
後
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
畳
の
素
材
は
変

化
し
て
い
っ
た
。
畳
表
は
、
岡
山
や
熊
本
が
産
地
と
し
て
有

名
な
イ
草
の
他
に
、
最
近
で
は
和
紙
で
織
っ
た
も
の
や
合
成

樹
脂
を
使
っ
た
も
の
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
ら
で

作
ら
れ
る
畳
床
も
、
断
熱
性
に
優
れ
た
ウ
レ
タ
ン
を
芯
材
に

使
っ
た
も
の
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
デ
ザ
イ
ン
性

を
重
視
し
た
も
の
や
、
手
軽
に
敷
く
こ
と
の
で
き
る
薄
い
も

の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
畳
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　

匠
は
「
多
く
の
工
程
で
機
械
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、

手
縫
い
で
仕
上
げ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
作
業
効
率
を
考

え
る
と
機
械
は
必
要
。
そ
れ
に
手
作
業
で
習
得
し
た
技
術
を

生
か
し
、
常
に
丁
寧
な
仕
事
を
心
が
け
て
い
る
」
と
47
年
間

の
経
験
か
ら
裏
打
ち
さ
れ
た
信
条
を
熱
心
に
語
る
。

　

畳
は
、
湿
気
が
多
い
時
は
水
分
を
吸
収
す
る
な
ど
室
内
の

環
境
を
整
え
る
作
用
を
持
っ
て
い
る
。
「
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
ほ
か
に
、
人
に
優
し
い
素
材
も
畳
の
魅
力
。
日

本
伝
統
の
文
化
を
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
力
強
く
話
す

匠
。
作
業
場
で
畳
を
取
り
扱
う
手
際
の
良
さ
は
、
今
も
な
お

健
在
。
畳
を
通
じ
て
、
和
の
ぬ
く
も
り
を
継
承
し
て
き
た
匠

の
職
人
人
生
に
終
わ
り
は
な
い
。

畳作り職人Vol.108

　国民文化祭もいよいよ
ラスト。一丸となって盛
り上がれる〝横手の人の
力〟を感じた10月でした。
　さて、盛り上がりとい
えば、今、全国の子ども
たちの間で、大ブームに
なっているもの！皆さん
分かりますか？アニメの
『妖怪ウォッチ』です。人
を困らせる様々な妖怪を、
主人公が戦って友達にな
っていくストーリー。我
が家でもブームにのり、
「忘れ物は妖怪のせいだ
よ」などと都合の悪いこ
とは妖怪の仕業にしてし
まう現象も！でも、妖怪
の名前を必死になって教
えてくれる我が子との会
話が楽しいです。(ゆうか)

あとがき
広報担当者のつぶやき



増田のまちなみと蔵史(くらし)めぐり
　 ▼～3日、増田町中七日町通り
後三年合戦絵詞の世界展
　 ▼～3日、9：30～、秋田県立近代美術館
国際マンガフェスティバルinアキタ『アジア国際マンガ展』 

 ▼～16日、9：00～、増田まんが美術館
よこて菊まつり ▼～4日、9：30～、秋田ふるさと村
猫まみれ展 ▼～24日、9：30～、秋田県立近代美術館
第54回奥羽横断駅伝競走大会 ▼～2日
バスケットボールＷリーグ in Yokote-Masuda大会
　 ▼～2日、8：30～、増田体育館
太鼓の祭典 ▼10：00～、秋田ふるさと村
　急 平鹿総合病院(和賀医師)☎32-5124
　急 高橋医院(十文字)☎42-0421
　児 平鹿総合病院(石橋医師)☎32-5124
平鹿りんご味覚まつり ▼10：00～、ゆっぷる
　急 平鹿総合病院(渡邊医師)☎32-5124
　法 相談予約受付開始11月19日分

 　 ▼市くらしの相談課☎35-4099
　法 本庁舎(かまくら館隣) ▼10：00～12：00／　
　　 13：00～15：00、社協・横手福祉センター☎33-8668
　心 本庁舎(かまくら館隣)

保呂羽山の霜月神楽
　心 十文字町幸福会館
十文字『秋の収穫祭』＆『道の駅物産交流展』
第26回かまくら館映画劇場 ▼10：00～、詳しくは17ページ

第21回横手平鹿合唱祭 ▼横手市民会館、13：30～
　急 市立横手病院(細谷医師)☎32-5001
　急 こはま泌尿器科クリニック(横手)☎35-2666
　児 平鹿総合病院(岡田医師)☎32-5124

　行 心 増田地区多目的研修センター ▼9：30～12：00

防災ラジオ試験放送日 ▼11：45頃～（横手かまくらＦＭ）
　人 条里南庁舎 ▼9：00～12：00／13：00～16：00
　行 心 大森コミュニティセンター ▼9：30～12：00
　税 Ｙ2ぷらざ3階 ▼問合せ／横手福祉センター☎33-8668
　行 本庁舎(かまくら館隣)１階総合案内 ▼13：00～15：00

ふるさとの森を守る木育体験 ▼9：00～、詳しくは16ページ
災害時のコミュニケーションを考える講演会
灯りまつり点灯式 ▼17：00～、よこてイースト
　急 平鹿総合病院(西成医師・阿部医師※１)☎32-5124
　急 小田嶋まさる内科(横手)☎38-8951
　児 平鹿総合病院(佐藤医師)☎32-5124
　行 雄物川地域局特別会議室 ▼10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　 　 ▼10：00～12：00、社協・増田福祉センター☎45-4848
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館） ▼9：30～12：00
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 本庁舎(かまくら館隣)
　　 ▼13：00～15：00、市くらしの相談課☎35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
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◆みどりの朝市さよならセール開催！
◆日　時／11月8日(土)5：30～　◆場　所／本庁舎駐車場　　
◆問合せ／市農業振興課 横手地域係 ☎32-2718

◆証明交付窓口の開設時間を延長しています
　毎週水曜日、本庁舎（かまくら館隣）１階の証明交付窓口を
午後７時まで延長しています。◆問合せ／市市民課 ☎35-2176
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11.1　11.2011.1　11.2011月12日は防災ラジオ試験放送日   77.4ＭＨｚ11月12日は防災ラジオ試験放送日   77.4ＭＨｚ！ ！ 

人【無料相談】  行…行政  法…法律（要予約）人…人権 税…税務（9：30～12：00） 
      　　　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／社協各福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 　　※１…今月の第３日曜日は耳鼻科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 本庁舎１階相談窓口☎32-2111（内線8528）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30

心
法 人

急

児

行 税

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

11月９日(日)「名探偵コナン 漆黒の追跡者」　 　 【111分】
11月16日(日)「ポケットモンスター ベストウィッシュ
　　　　　　　ポケモンレンジャーと蒼海の王子マナフィ｣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【101分】

チェイサー

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／☎26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

■11月８日(土)・９日(日)
　『食』と『農』をテーマに､
新そばや新品種米の試食
のほか、よさこいなどを
開催します｡
　同時開催の道の駅物産
交流展では､『さんりく』､
『遠野』、『あ・ら・伊達』
の３つの道の駅が、特産
品を販売します｡
◆場所／道の駅十文字
【十文字秋の収穫祭(9：00～16：30）】
◎催し／【８日】新そば試食会、無料豚汁ふるま
                     い、麺･餅･お菓子まき他
　　　　【９日】十文字産新米･新品種米試食､よ
                     さこいフェスティバル他
【道の駅物産交流展(9：00～15：00）】
◆問合せ／道の駅十文字 ☎23-9320
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アップ

秋の収穫祭＆道の駅物産交流展

■11月15日(土)13：00～15：00
　『もし、この地域で災害が起きたら…』。いつ
起こるかわからない災害に備えて、みんなで学
び、考えましょう。無料の託児もあります。
◆場　所／Ｙ2ぷらざ　◆参加費／無料
◆講　師／岩手大学教育推進機構
　　　　　准教授　松岡洋子氏
◆申込方法／電話またはＦＡＸで受け付け
◆申込締切／11月11日(火)※参加・託児ともに
◆申込み･問合せ／市男女共同参画･市民協働推   
　　　　　　　　 進室 ☎35-2158 　32-4056

Pick up!
!

Pick up!
!ピック

アップ
ピック

アップ災害時のコミュニケーションを
　　　　　　　　　考える講演会

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

■11月７日(金)～８日(土)
　国の重要無形民俗文化
財に指定されている霜月
神楽。1000年以上の歴史
をもつ波宇志別神社に伝
わる神事です。
　神に今年の収穫を感謝
し、来る年の五穀豊穣を
祈願して、神子らが舞う
『保呂羽山舞』や『山之神
舞』、『神入舞』など、三
十三番の神事が夜を徹し
て行われます。
◆日　時／11月７日(金)19：00～８日(土)7：00頃
◆場　所／保呂羽山波宇志別神社里宮神殿
◆問合せ／市文化財保護課　☎32-2403
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保呂羽山の霜月神楽

十文字で秋を満喫しよう！

やま の かみ

は う し わけ

かみいり まいまい


